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ドイツにおける理科の教育課程改革の動向
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ドイツ

　本発表で は，近年の ドイッにおける理科の教育課程

改革の動向につ い て，国や州 の 施策を中心に報告する。

　 1） ドイ ツ で は 1990年代末か ら，　 「第 3 回国際数

学 ・理科教育調査 （TIMSS ） 」 や 「OECD 生徒

の学習到達度調査 （PISA ）」 における成績不振が

大きく取り上げられ 児童 ・生徒の学力低下へ の危機

感が急速に強まっ て い る。また，この こ とと関連して，

EU の 労働市場に おける，ドイツ の 労働力の質の低下

が懸念され る よ う にな っ て い る。この よ うな中，シ ュ

レ
ーダー

現政権は，ドイ ッ の 教育水準を 「10年後には

世界
一

」 にする こ と を目標に掲げ，現在，教育分野全

般にわたる全国的な改革を推し進めて い る。

　学校教育の改革は，学力向上をね らい と したもので ，

そ の 主な項 Eは次の ように なる。  児童 ・生徒の 在校

時間を延長した全 日制学校 の 拡大，  全国 的な 「教育

ス タ ンダード」 の新設と学力調査 の実施，  教育状況

に 関する評価システム の 確立，  数学
・
自然科学教育

の 強化。この うち，教育ス タ ンダー
ドの新設は 全国

的な教育課程の基準を作成するとい う ， 戦後の ドイ ツ

で は初めて の試みで ある。現在の とこ ろ，ドイツ語，

数学，外国語につ いて 発表されて い る 。

　また，数学
・自然科学教育の強化につ い ては，1997

年か ら 5年間 にわ た り，　 「数学 ・自然科学教育の 効果

向上」 と呼ばれ る研究事業が実施され て き た。こ の 研

究事業では，数学 ・自然科学教育 の質 の 向上に必要と

される項目があらか じめ設定され，項目に関わ るモ ジ

ュ
ール の開発 ・評価が進められた。項 目の内容は次の

ようにな る。  有効な教科教授学の 構築，  観察 ・実

験の強化，  自然認識にか か わ る授業研究，  学校種

ごとの 教育内容 ・試験水準の 検討，  学習の 積み重ね

を考慮した教育譟程の検討，  教科樹 釿的な学習の促

進，  数学 ・自然科学教育における性差の検討，  協

同学習の 促進，  学習に対する 自己責任 ・自己調整力

の 促進，  到達度を評価する試験の 開発，  教員 に よ

る評価基準の作成及び授業評価。 また，同事業で は，

モ ジュ
ー

ルを用 い た実際の 授業改善には，教師の 相巨

協力が最も重要で あるとい う理解に立 っ て ，協力の あ

り方につ い て の研究も進められた。現在，同事業の 成

果を全国に普及させ るための新規事業が，2003年から

約 1千万ユ
ー

ロ （13億円） の 予算を伴 っ て 全国の 734

校で 展開 され て い る。

　 2 ） ドイ ツ 南西部 に位置す るバー
デ ン ・ヴ ュ ルテ ン

ベ ル ク州は，国に よる教育ス タ ン ダードの作成に連動

する形で，2003年に，州の教育課程 の 基準を全面的に

改訂し，こ れを州版の 教育ス タ ンダー
ドと呼んで い る。

理科につ い て そ の特徴をみ て み る と，第
一

に，理科の

意義を人格形成や一般 教育の 立場か ら考察し，こ れ を

教育課程の基準 （教育ス タ ンダー
ド）におい て明確に

示 して い る こ と，ま た，理科の 目標では，科学的な見

方や考え方 の 育成に止まらず，究極的には，それに基

づ いた社会に おける責任ある意識や行動力の育成を求

めて い る こ とが挙げられる。こ れ らの 特徴は，従来の

教育課程の基準に もみ られる もの で，
一
貫して い る。

　第 2 に，学力向上 をね らい に，通年で第 2 ，4 ，6，

8，10，12学年における1瞳 ・生徒 の 到達水準を詳細

に示 して い る こ と で ある。例え ば，初等教育段階 （第

1 〜4学年） の 理科 （ 「人間 ・自然 ・文化」 とい う名

称の教科の
一
部）で は，その 内容は，  人間 ・動物 ・

植物，  自然は好奇心を呼ぶ   エ ネルギー ・
物質

・

交通手段とい う 3領域から編成され，これらの領域に

お ける第 2及び第 4学年の 到達水準が 明示 され て い る。

　第 3 に，学校 の 特色づくりを進める 観点か ら，学校

独自の 教育内容 の編成を大幅に認めて いる こ とで ある。

全て の教科目にお い て，教育課程の基準に示された内

容に総授業時数の 2／3，学校独自の 編成内容に残 りの

1／3 を充 て る よう指 示 されて い る。特に後者の時数に

お い て は，学習内容 の 範囲や 水準 とい う面 にお い て ，

教師 の相互協力による 創意 工夫が強く求められて い る。
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